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（PDL-TC-AFX） （リモートエアリグ） （PD-BTMP-S）

LIVE��AIR��3��SMART��の使⽤へようこそ

使⽤上の注意

フェイスブック:��PDムービー

技術サポートが必要な場合、または製品に問題がある場合は、お問い合わせください。

Youtube:PDMOVIE

電⼦メール:��pd@pdmovie.com

WhatsApp:��+8613542105054

ウェブサイト:��www.pdmovie.com

製品を使⽤する前に、説明書をよく読むか、チュートリアルビデオを⾒て製品の正しい使⽤⽅
法を学んでください。操作ミスにより直接的または間接的に何らかの悪影響が⽣じた場合、
PDMOVIEは⼀切の責任を負いません。

Instagram:��pdmovie_o icial

許可なく製品の分解、修理、内部構造の改造を⾏わないでください。上記の不適切な操作により
製品が破損した場合、PDMOVIE��は製品サービスを拒否する権利を有します。

⼤型ハンドル装置 モータースマートミニ（LiDAR��MOTOR）

1

Bluetooth��コントローラー
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マイクロUSB充電ケーブル

モータースマートミニ（PD-BTMP-N）

15MMパイプ

4

LIR2477

LI-42Bバッテリー充電器

コントローラ（PDL-TC-AFX）

番号

2

LIR2477バッテリー充電器

レンズギアリング

固定治具

9

PDL-AFX-RA-S

6

7

LI-42B

ホットシュークランプ

11

12

PDL-AFX-S

（PD-BTMP-S）

名前

LI-42Bバッテリー

3

（リモートエアリグ）

⼤型ハンドル装置

10

1

LIR2477バッテリー

8

（PDL-TC-AFX）

⑫⑪

②①

ホットシュークランプ

1

1

1

マイクロUSB

1

1

1

1

レンズギアリング

1

モータースマートミニ

-

1

⼤型ハンドル装置

15MMパイプ

1

1

1

LIR2477��バッテリー

1

Bluetooth��コントローラー

2

1

2

固定治具

充電ケーブル

LI-42Bバッテリー

2

2 2

1

バッテリー充電器

1

1

1

1

バッテリー充電器

製品リスト
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使⽤説明書

モーターを15mmロッドに取り付け、モーターギアがレンズギアと⼀致していることを確認してくだ
さい。(DSLRカメラレンズに取り付ける場合は、カメラのホットシュークランプを使⽤してく
ださい)。

レンズチャンネル

ライト⽤

アンテナ

コントローラのステータス

バッテリー
コンパートメント

ボタン
オンオフ

ライト⽤

1/4ネジ

マイクロUSB

モーターのステータス

バッテリー

3

充電

リセットボタン
較正/

0.8ギア

ライダー

ライト⽤

Uクランプ

ロッドクランプとロッドを取り付け
てロックします。

バッテリーを取り付ける

モーターを取り付
けてロックする

ステップ1。
ステップ3。

ステップ2。

1.モーターの取り付け

※取り外し後は、
コントローラーシェル
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28°

プラグを差し込みます

バッテリー。

3.LiDARの視野は28度
ですので、ご使⽤

の際は邪魔になら
ないようご注意ください。

1.取り付けの際、最適な
結果を得るために、

LiDARをレンズ軸の
できるだけ近くに配置

することをお勧
めします

4

4.レンズの前端が広い場
合、障害物を避けるた

めにLiDARの位置を適
切に調整する必要が

あります。

2.シーンの構成を
重視してLiDARの設置

位置を選べる

ライトが点灯します。バッテリーを挿⼊するとモーターが⾃動的にオンになります。

コントローラーとモーターは⼯場でペアリングされています。コントローラーとモーターを同時にオンにすると、
Bluetooth��が⾃動的にペアリングされます��(両端のインジケーターライトが⾼速で点滅し続ける場合は、
ペアリングが進⾏中であることを意味します)。ペアリングが成功すると、コントローラーのインジケータ
ー��ライトは常に点灯し、モーターのインジケーター��ライトはモーターの現在の速度ギアに対応する点滅周波
数を⽰します。(他のコントローラー/モーターとペアリングする場合:��コントローラーとモーターの��
Bluetooth��が必要です)リセットされます。表��3-4��および表2-6��を参照)

*オートフォーカスは、市販されているほとんどの通常のシネマレンズと互換性がありますが、現在、無限焦
点レンズや⾮線形プログレッシブズームを備えたマクロレンズとは互換性がありません。

※1.コントローラの推奨制御距離は100メートル以内ですが、実際の制御距離は環境要因により影響
を受ける場合があります。
※2.強い信号⼲渉がある環境では、モーターとコントローラーの接続が切断される可能性があります。コント
ローラとモータを再接続するまでの動作距離を短くすることをお勧めします。

※ご使⽤のレンズに0.8modフォーカスギアが搭載されていない場合は、別途フォーカスリングを取り付け
る必要があります。取り付け後、モーターがレンズを適切に駆動できるように、モーターギアとフォーカスリン
グギアを締める必要があります。

Bluetooth��コントローラーの��ON/OFF��ボタンを、インジケーターが点灯するまで��3��秒間押します。

ON/OFFボタンを押す

2.Bluetoothコントローラーとモーターをオンにします

3.Bluetooth接続

さらに
進む

近寄って

コントローラーライト

成功

ライト

点滅しない検索中

速く点滅

ブルートゥース

1/2/3回定期的に
点滅

モーターライト

接続
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1.AF設定の前に知っておきたいこと

4.校正

オートフォーカスの設定⼿順

C.��最後に、レンズリングを中央まで少し回して、キャリブレーションは完了です。

(1)��Bluetooth��コントローラーの��ON/OFF��ボタンを⼀度押し、モーターが回転するまでもう⼀度押
し続けます。

B.��次に、レンズリングを最後まで回して��0.5��秒間押し続けます。

(3)��⼿動キャリブレーション:��
A.��モーターギアとレンズギアが完全に接続されたら、レンズを開始点まで回転させ、0.5��秒間保
持します。

(2)モーター底⾯のボタンをモーターが回転するまで��3��秒間押し続けます。

フォーカスカードをA3またはA4の普通紙に印刷し、反射のない壁に貼り付け
てください。

1

(ハードストップのないレンズを使⽤する場合は⼿動キャリブレーションを使⽤することを
お勧めします)

※⼿順1〜4を完了すると、コントローラーでモーターを駆動できるようになります。コマ
ンド設定の詳細については、表��2��および表��3��を参照してください。

Bluetooth��コ
ントローラー

5

モーター

(1)��レンズリングを原点まで回し
て、

(1)��ボタンを��1��回押し、再度��3��秒間押します（表��3-3��参
照）�。

0.5秒間押し続けます。

(2)��ボタンを��3��秒間押します（表��2-1��参
照）�。

(2)��レンズリングを終点まで回して0.5
秒間保持し、レンズリングを中⼼⽅向に少
し回します。
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コントローラは起動せずにモーターを起動し、「設置上の注意」に従ってモーターを正しく取り付けてくだ
さい。

2.モーターボタンを��1��回短く押してから��3��秒間⻑押しして、オートフォーカス設定モードに⼊ります。

5��AF��セットアップ中は、カメラとフォーカス��カードを同じ⽔平線上に保ちます。

レンズオートフォーカスデータを保存するチャンネルの⾊を選択します。モーター��ボタンをダブルクリッ
クすると、5��つのチャンネル��(⾚、⻩、緑、⻘、⽩)��が切り替わります。ラベルを使⽤して、各チャンネルにどの
レンズが対応するかを記録できます。

AF��セットアップ��プロセス中は、モーターのスキャンの⼲渉によるエラーを避けるために、モーターと壁
の間に他の物体がないことを確認してください。

1.レンズを⼿動で最も近いフォーカスポイントに近い位置まで回転させ、フレーム内のフォーカスカード
に焦点が合って正確になるまでカメラを前後に動かします。

モーターボタンを短く押して最初の点をマークします。このとき、モーターチャンネル表⽰灯が早く

点滅します。速い点滅が⽌まるまでカメラを動かさないでください。マシンが振動してプロンプト⾳が
鳴ると、ポイントが正常にマークされたことを⽰します。

⾃動フォーカス��レンズのキャリブレーションは、通常の屋内照明条件下で実⾏し、屋外では実⾏しないでく
ださい。

1.モーターボタンを3秒間⻑押しすると、レンズストロークが⾃動的に調整されます。レンズストロークの校
正が完了していることを確認してください。

AF設定を開始する

6

4

2

3

※1.新しいレンズチャンネルに
切り替えた場合は、再設定が必要

です。

※2.レンズデータが記録さ
れているチャンネルに切

り替えると、すぐに使⽤できます。

2回短く押してチャンネル
を切り替えます

5セットのレンズチ
ャンネル

6
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3��番⽬のポイント
をマークする

2��番⽬のポイン
トをマークする

集中

最短撮影距離

0.6m 1.5メートル

カード

およそ後ろに
移動します

最初の点をマー
クする

およそ後ろに
移動します

距離基準をマークします

7

3.��カメラを約��1.5��メートル後⽅に動かし、レンズのフォーカス��リングを⼿動で調整して、写真内でフォーカ
ス��カードの焦点を正確に合わせます。モーター��ボタンを短く押して、⾃動フォーカス��キャリブレーショ
ンが完了するまで��3��秒待ちます。この時点で、モーター��チャネルはインジケーターライトが点灯し続け、モー
ターは⾃動フォーカスモードに⼊ります。

※レンズデータはキャリブレーションアクションを実⾏するカラーチャンネルに保存されます。
モーターが再起動したら、対応するカラー��チャンネルに設定し、レンズ��ストロークを⾃動/⼿動
で調整して、レンズの��AF��データを抽出します。
これにより、再度セットアップすることなくオートフォーカス��モードが開始されます。カメラを交換しても
レンズのAFデータには影響しません。

**モーターがオートフォーカス��モードの場合、モーター��ボタンを短く押すとオートフォーカスが⼀時停⽌さ
れ、もう⼀度短く押すとオートフォーカスが再開されます。

4��メートルから最も近い焦点距離までのフォーカスの精度をチェックして、オートフォーカスをテストしま
す。正確であればAF設定は完了です。正確でない場合は、AF��の設定⼿順に誤りがないか確認し、⼿順に
従って再度試してください。

2.��機械を約��0.6��メートル戻し、レンズのフォーカス��リングを⼿動で調整して、フレーム内のフォーカス��カー
ドの焦点を正確に合わせます。モーターボタンを短く押して��2��番⽬の点をマークします。このとき、モーター
チャンネル表⽰灯が再び速く点滅します。速い点滅が⽌まるまでカメラを動かさないでください。マシン
が振動してプロンプト⾳が鳴ると、ポイントが正常にマークされたことを⽰します。

*コントローラーとモーターを接続した後、モーターが⾃動フォーカスモードに⼊る前に、コントローラーを
レンズの最も近いフォーカス限界まで回転させてください。コントローラーが最も近い焦点限界から離れる
と、モーターは⾃動的に⼿動制御モードに切り替わります。
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表��2��モーターボタンコマンド

表1��モーターオートフォーカス設定

②

③校正された移動距離をクリアするために、モーターを再起動する必要はありません。ボタンを4回短く押
すだけで移動距離を消去できます。モーターのバッテリーを交換して再始動する場合など、停電後
に移動距離を復元する場合は、ボタンを��4��回短く押すだけで、以前に校正された移動距離が復
元されます。

④

③

④

③

⑤

ボタンを押した回数

④モーター速度を切り替えると、モーターインジケーターが循環して対応する速度を表⽰します。

⑤

①

⑥

③��3��つのキャリブレーション⼿順を完了した後、被写体の焦点が最も近いフォーカス��ポイントと��4��メートルの距離に揃っ
ていれば、モーターのキャリブレーションは成功し、オートフォーカス��モードになります。それ以外の場合は、上
記の⼿順に従ってキャリブレーションを繰り返す必要があります。

ボタンを押した回数

②

①

8

レンズストロークをオフ/取り外してください

レンズストロークの

レンズチャンネルの切り替え

⾮常停⽌⾃動校正

AF設定モード時の被写体

5回短押し

Bluetooth��ペアリング

キャリブレーションモードに⼊りました

1回短く押す

スイッチモーター回転⽅向

マーキングは後でのみ⾏うことができます

AF設定後に短押し

⾃動校正

スイッチモーター速度(速い•中•遅い)

電源投⼊時のレンズストロークの復元

点滅の頻度。⾼速��=��3��回点滅。中��=��2��回点滅。遅い��=��1��回のフラッシュ。

⾃動校正

オートフォーカスの⼀時停⽌/再開

短く押して��2��番⽬の点をマークします

7回短押し

短く押して最初の点をマークします

3回短く押してから3秒間⻑押し

aを数回短く押してから3秒間⻑押しします

4回短押し

基準に合わせて焦点を合わせる

パルス周波数（3/2/1回）

3秒間⻑押し

2回短く押す

3秒間⻑押し

短く押して��3��番⽬の点をマークします
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⾃動/⼿動モード切り替え

表��3��Bluetooth��コントローラのボタンの説明

1回短く押す

4回短く押してから3秒間⻑押し

7回短押し

3回短く押してから3秒間⻑押し

aを数回短く押してから3秒間⻑押しします

3秒間⻑押し

⼀.スイッチ制御モード

9

① オンオフ

AB��フォーカス限界

Bluetooth��ペアリング

モーターの⽅向

⾃動校正

1.接続状態で最後まで回転させて5秒間停⽌する
と、モーターが⾃動フォーカスモードに

⼊ります。

⑤

③

2.��10��度の範囲を超えてわずかに右に回転
し、1��秒間停⽌し、マニュアル��フォーカス制御
モードに戻ります。

⑥

②

②��1��回押して��A��点を設定、2��回⽬で��B��点を設定、3��回⽬で��AB��点の⾃動運転を開始、4��回⽬で⾃動運転をキャンセル��
運転、AB��点をキャンセルします。��（※⾃動運転の速度はノブの回転⾓度に応じて直線的に増減します）

ボタンを押した回数

④

※コントローラーとモーターを接続した状態で、コントローラーを最も近いフォ
ーカス位置まで回転させ、5秒間停⽌します。モーターは⾃動フォーカス��モード
に⼊ります。
※コントローラーを⼀定⾓度（10度以上）戻して1秒間停⽌し、マニュアルフォー
カス制御モードに戻ります。
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-��マイクロ��USB��ケーブルを使⽤し、コントローラーの充電ポートに差し込み、5V��USB��充電器に接続し
て充電します。
-��モーターバッテリーは、1対4充電装置を備えた5V��USB充電器を使⽤して充電できます。

バッテリーが損傷しやすいため、使⽤しないときはコントローラーのバッテリーを何の障害物も
なく積み重ねないでください。

REMOTE��AIR��RIG��インストールノート
1、取り付け
まず、Bluetooth��コントローラーを��REMOTE��AIR��RIG��⼤型ハンドホイール拡張デバイス
のスロットに取り付けます��(*最後まで差し込む必要があります)。次に、コントローラーが回転でき
なくなるまで時計回りに回せば、取り付けは完了です。

•⽩⾊は充電完了

•ステータスインジケーター

•⾚⾊は充電中を意味します

10

•紫は充電中を意味します
•ステータスインジケーター

•緑⾊は充電が完了したことを
意味します

ハンドル

1/4ネジ

コネクティングロッド
(取り外し可能)

コントローラ
ー取り付けスロット

緩めて調整します

(1/4ネジ⽳)

レンズデータマーク

ハンドルの位置

（ラベル貼付可能）

残留物

75%��-��50%
⻩⾊ 50%��-��25%

25%��-��0%

電気

⾚

100%��〜��75%

インジケーターラ
イトの⾊

⽩

緑

表⽰灯

充電⼿順
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1.APPダウンロード

2.接続する

1.携帯電話のBluetoothをオンにし
てAPPを開きます

9.コントロールバーをスライドさせて、モーター

が正常に動作しているかどうかを確認しま
す

5.��Bluetooth��接続の製品カテゴリとして
「MOTOR��MINI」を選択し、「接
続」をクリックします。

1.シェルを勢いよ
く引き上げます

11

6.「続⾏」記号をクリックして、アプリの
メインインターフェイスに⼊ります

2.��⼩さなレンチを使⽤します

8.「-」記号をタップして、このチャンネルで
制御するモーターを選択します

7.AUTOサインを⻑押しすると、レンズが
⾃動的に調整されます。

4.接続するモーターを選択し、名前を変更し
ます

バッテリーを押し出すために

2.Bluetooth選択インターフ
ェイスに⼊ります

3.バッテリーをモーターに挿⼊してモ
ーターをオンにします。

2、分解

バッテリーの交換⼿順

リモートエアアプリ

-��複数の��Bluetooth��モーターを接続する必要がある場合は、⼿順��3��〜��5��を繰り返します。

まず、Bluetooth��コントローラーを反時計回りにコントローラーの限界まで回転させ、次に少し⼒を加えてコントローラーの��1/4��ネジが
⼤きなハンドル��スロットから完全に外れるまでコントローラーを反時計回りに回転させ続けます。その後、引き抜くことができます。コント
ローラー。

コントローラーの電池を交換する場合は、1/4ネジ⽳のある物にコントローラーを取り付けてください。シェルを引き上げ、最後までシェル
が移動していることを確認します。次に、⼩さな六⾓レンチを使⽤してバッテリーを押し出します。

-��携帯電話で公式��Web��サイト��www.pdmovie.com��にログインし、サポートの��APP��ダウンロード��ページにアクセスして、APP��をダ
ウンロードしてインストールします。

-��ステップ��7:��⾃動レンズ��キャリブレーションは、⼿動レンズ��キャリブレーションに置き換えることもできます。

(APPは現在IOSシステムのみをサポートしています)

-��APP��の詳細については、APP��SET��インターフェイスに⼊り、[ヘルプ]��を選択して、より詳細なチュートリアルを表⽰してください。

-��ユーザーはAPPを使⽤して、最⼤6つのBluetoothモーターを接続して制御できます。

APPをモーターに接続して使⽤する前に、コントローラーの電源がオフになっていることを確認してください。また、アプリがバックグラ
ウンドで実⾏されていないことを確認してください。具体的な接続⼿順は次のとおりです。

-��Apple��App��Store��で��PDMOVIE��または��REMOTE��AIR��を検索してダウンロードします。
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-��バッテリーを交換するときは、バッテリーを正しく取り付けないように、バッテリーを交換すると
きに電極の⽅向を確認してください。
•モーターのバッテリーを交換する場合は、バッテリーを右側に押し
てから引き抜いてください。��（モーターの⽮印アイコンの⽅向を
参照してください。）��バッテリーが滑りやすく取り出しにくい
場合は、BATTERY��STICKER��を使⽤してバッテリーを取り外
してください。

-��バッテリーの損傷やバッテリー寿命の⼤幅な低下などの不可抗⼒の要因が発⽣しない限り、
コントローラーのバッテリーを頻繁に交換することはお勧めできません。

遅い
ストップ

速い速い

遅い

まずバッテリーを右に
押します

次にバッテリーを引き抜きます

コントローラーのボタンを5回短く押す
と速度が変わります。

ZOOM��モードでは、3��つの速度制御
ギアがあります。
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5.��PD-BTMP-N��Bluetooth��モーターは、3��段階の応答速度の調整をサポートしています。モーターボタンを5回短く押す
と、3段階の応答速度が周期的に切り替わります。速度ギアは低速、中速、⾼速です。モーター速度を切り替えると、モー
ターインジケーターが循環して、対応する点滅周波数を表⽰します。⾼速��=��3��回点滅。中��=��2��回点滅。遅い��=��1��回のフラ
ッシュ。

2.��モータは校正されていない場合は使⽤できません。個 の々レンズの減衰が重すぎるか滑らかでなく、モーターが⾃
動校正を完了できない場合は、⼿動校正レンズ移動機能を使⽤できます。

4.��モーターの回転ストロークが校正ストロークと⼀致しない場合は、Bluetooth��コントローラーのインジケーターライ
トが⻘⾊で、現在のバッテリーの⾊が交互に点滅するかどうかを確認してください。上記の状態が発⽣した場
合、コントローラが��AB��点のストローク制限を設定していることを意味します。コントローラのボタンを短く押して��AB��⾃動
動作を開始し、もう⼀度押すと⾃動動作がキャンセルされ、AB��点の移動がキャンセルされます。限界。��(*AB��点コマンド
ロジック:��1��回⽬のクリック��=��点��A��を設定、2��回⽬のクリック��=��点��B��を設定、3��回⽬のクリック��=��AB��点サイクルの⾃動運転
を開始、4��回⽬のクリック��=��⾃動運転停⽌ABポイント制限を解除します。）

6.��バッテリーのメンテナンスについて:��製品を⻑期間使⽤しない場合は、バッテリーに⼗分な電⼒があることを確認する
ために、2��か⽉ごとにデバイスの電源をチェックすることをお勧めします。デバイスが⻑時間低電⼒状態または無電⼒状
態にあると、バッテリー容量が⼩さくなります。バッテリーが膨張している場合は、バッテリーがバッテリー収納部に詰ま
って取り出しにくくなる可能性があるため、バッテリーの使⽤を続けないでください。

1.��緊急停⽌校正:��⾃動校正プロセス中にモーターが⻭⾶びを起こし、回転が停⽌しない現象が発⽣します。モ
ーターボタンをクリックするだけで、⾃動キャリブレーションがすぐに終了します。

3.��コントローラーはデフォルトで��FOCUS��モードになります。��ZOOMモードに切り替えるとホイールの300度回転を
基準に等分割され、中央の10度が静⽌位置となります。左に回すと前進し、右に回すと後進します。推進速度は回転⾓
度に応じてリニアに調整されます。

知らせ
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